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【研究の背景・目的】 

植物における組織構築は茎頂、根端、維管束メ
リステムにより行われる。メリステム内では固有
の幹細胞が分裂し、自らを維持しながら、同時に
他の細胞へと分化する。この幹細胞における増殖
と分化のバランスがメリステムにおける無限の組
織構築を支えている。 
維管束は篩部、前形成層・形成層、木部からな

り、前形成層・形成層細胞は維管束幹細胞として、
自ら増殖するとともに、篩部や木部の細胞へと分
化する。私たちは、維管束メリステムの解析の過
程で、維管束幹細胞の発生運命制御を制御する
様々な因子を見いだしてきた。そこで、本研究で
はこれらの因子の機能を解析するとともに、それ
らの相互関係を明らかにすることで、維管束幹細
胞の発生運命制御の全体像に迫ることを目的とす
る。 

 
【研究の方法】 

これまでの私たちの解析から、図１に示す仮説

が考えられた。すなわち、維管束幹細胞の分化と

分裂の制御は篩部に由来する小ペプチド TDIF に

より行われ、分裂の促進は転写因子 WOX4 を介し

て、道管分化の抑制はマスター遺伝子である

VND6/VND7 の抑制を介して起こる。そこで、本

研究では、TDIF の受容体である TDR の下流で

WOX4、VND6/VND7 に作用する細胞内シグナル

の実体を明らかにすることでこの仮説の証明を行

う。また、維管束幹細胞形成初期に働く転写因子

の解析を通して、維管束幹細胞成立の分子機構を

明らかにする。 
 

【期待される成果と意義】 
本研究により、維管束幹細胞の発生運命制御の

基本構造である、細胞間シグナルネットワーク、
細胞内シグナル伝達のネットワーク、発生運命決
定のための転写の鍵因子、さらには、各維管束細
胞間での様々なシグナルのフィードバックシステ
ムが明らかになると予想される。この研究は、維
管束メリステムの組織づくりの仕組みを明らかに
するというだけでなく、植物におけるメリステム
制御の基本システムの理解を深めると考えられる。
一方で、維管束は地上のバイオマスの大部分を占
める組織であり、バイオマス増産・修飾に向けた
研究が求められている。本研究は、このバイオマ
ス増産・修飾に向けて、極めて高質の基盤情報を
提供することになる。 
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図１：維管束幹細胞の分化・分裂制御 
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